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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

● 近年、フェイク画像をはじめとして AI により画像を作り出す技術の開発が進ん

でいます。 

● 放射線治療では治療前に撮影した画像から臓器を同定し輪郭作成を行う必要が

あります。 

● 我々の研究グループでは画像生成の AI 技術である Generative Adversarial 

Network（GAN）を活用し、治療前画像から頭頚部の複数の臓器の自動輪郭抽出

システムを開発しました。 

● AI を用いない手法、従来研究レベルで行われてきた AI 技術（CNN）による自動

輪郭抽出法と比較し、精度は著しく向上しました。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科 河原大輔助教、永田靖教授らの研究グループと日

本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の医学物理ワーキンググループである西尾禎治教

授らは AI による画像生成技術（GAN）による自動輪郭作成システムを開発しました。 

研究成果は202２年３月９日に国際科学誌「Journal of Applied Clinical Medical 

Physics」に掲載されました。 
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【背景】 

放射線治療では数十日の照射期間の間に体形や腫瘍の縮小が起こるため、これに合

わせて日々CT や MRI などの医用画像を撮影し、治療計画（照射する範囲や照射手法）

を変更する適応放射線治療（ART）が行われています。日々の治療計画を変更する際

には撮影した画像上で輪郭を作成する必要がありますが、特に頭頚部では臓器が多く

数時間以上の時間を要します。人による個体差もあるため、均てん化と自動化が必要

とされています。 

また、研究レベルで AI を活用した治療効果予測システムの開発が積極的に行われ

ていますが、臓器を自動認識して臓器ごとに解析することで予後予測精度が高まりま

す。本研究では治療前の MRI 画像より AI による画像生成技術（GAN）による新たな

輪郭作成システムを構築し頭頸部の輪郭作成精度に関して評価を行いました。  

 

【研究成果の内容】 

GAN によって 2 種類の学習が行われます（図１）。まずは Generator によって画

像から輪郭を生成する学習が行われます。 

もう一方では Discriminator で Generator によって生成された輪郭（偽物の輪郭）

と本物の輪郭を判別する学習が行われます。これらの学習を同時に進めることによっ

て画像生成の精度を改善するように学習が進んでいきます。図２、３に輪郭作成結果

を示します。市販ツールである Atlas 法では AI 技術ではなく画像変形技術を活用し

ていますが精度は全ての臓器において AI よりも低い結果となりました。 

AI では従来法（CNN）と提案手法（GAN）では提案した手法である GAN を用い

たネットワークの方が全ての臓器で最も精度が高い結果となりました。 

 

【今後の展開】 

放射線治療で日々治療計画を変更できれば、副作用を減らすことができることによ

り患者さんの負担を減らし、さらに変化する腫瘍に合わせて正確に治療を行うことが

できるため、治療効果の向上が期待できます。これまで数時間以上必要であった輪郭

作成を正確かつ自動化できるため数分以内で輪郭作成が可能になります。 

特に本研究では MRI 画像を使用しており、最新の放射線治療装置である MRI リニ

アックにおける自動化、省力化を目指せる可能性を示しました。 

また、他施設との手動輪郭の差もありませんので臨床試験ではどの施設も同じよう

な品質である必要があるため本自動輪郭作成ツールの活用が期待されます。 

 

【参考資料】 

図１．AI：GAN における自動輪郭作成モデル。 

 



図２．MRI 画像上の両側耳下腺に関して黄色：正解ラベル（Reference）と緑：輪郭

作成ツールによる輪郭作成結果の一例。(a) 提案手法の AI：GAN、(b) 提案手法の

AI：CNN、(c) Atlas：市販の非 AI 輪郭作成ツール。 

 

 

図３．各臓器に対する輪郭作成精度。(a)提案手法の AI：GAN、(b)従来手法の AI：

CNN、(c)Atlas：市販の非 AI 輪郭作成ツール。 
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